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中城湾港

　中城湾港は、沖縄本島中部の東海岸に位置し、北の勝連半
島から南の知念半島まで､ 3市2町2村にまたがる約24,000ha
の広大な海域を有する港湾である。
　古くは､ 沖縄本島中北部との間に山原船が運航し、泡瀬や
与那原、馬天を中心として交易の拠点として利用されていた。
 昭和40年代に入ると、東洋石油、エッソスタンダード石油

（現在の太陽石油㈱）等が進出し、大規模な石油基地の整備
が進められ、大型港湾としての発展の期待が高まった。
　沖縄の本土復帰とともに、琉球政府から沖縄県に移管され、
その後大型港湾の適地としての開発計画が検討され、昭和49
年4月には重要港湾に指定された。
　昭和55年7月には､ 中城湾港開発基本計画を策定し、沖縄
振興開発計画に掲げる沖縄経済の自立的発展を図るための拠
点として、流通加工港湾の整備が位置づけられ、これを踏ま
え昭和56年3月に港湾計画の改訂を行った。
　その後、平成2年8月には、流通加工港湾としての整備を
引き続き推進するとともに、地域住民の海洋性レクリエー
ション活動の場や新たな市街地の整備等の多様な要請に対応
するため、新港地区開発の見直し、マリンタウンプロジェク

ト計画等を含む港湾計画の改訂を行った。
　また、平成7年11月には､ 本島中部圏の活性化、観光リ
ゾート振興のための戦略的な国際交流リゾートの拠点として
泡瀬地区開発計画が港湾計画に位置づけられた。
　平成11年には､ 新港地区の工業用地、約122haが特別自由
貿易地域に指定され、港湾機能を活用した新たな産業と雇用
の場の創出が図られた。
　平成26年6月には、特別自由貿易地域を拡充する形で、国
際物流拠点産業集積地域（うるま・沖縄地区）として約362ha
に拡大し、高付加価値ものづくり産業等の立地促進が図られ
ることとなった。
　近年では、西原与那原地区において大型MICE施設を核と
するまちづくり計画が検討されており、また新港地区におい
て大型クルーズ船の寄港や、大型船舶によるバイオマス発電
所の燃料輸入など、社会経済情勢の変化を反映した新しい動
きが見られる。
　現在は、新港地区、泡瀬地区、馬天地区および仲伊保地区
の整備を推進しているところである。

〒900–8570　那覇市泉崎1–2–2
☎098–866–2395
URL：https://www.pref.okidnawa.lg.jp/_res/

projects/default_project/_page_/001/ 
013/148/2-1.pdf
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2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路
輸出 内国航路 245,553 122,843 122,710
輸入 計 245,553 122,843 122,710

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出 108,140 100.0 23,200 21.5 6,000 5.5
輸入 555,240 100.0 252,407 45.5 1,226 0.2 5,300 1.0
計 663,380 100.0 275,607 41.5 1,226 0.2 11,300 1.7

移出 249,611 100.0 6 0.0 15,888 6.4 57,801 23.2 20,344 8.2

移入 1,595,487 100.0 6,279 0.4 6,590 0.4 601,517 37.7 59,916 3.8
49,200

計 1,845,098 100.0 6,285 0.3 22,478 1.2 659,318 35.7 80,260 4.3
合計 2,508,478 100.0 281,892 11.2 22,478 0.9 660,544 26.3 91,560 3.7

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出 78,940 73.0
輸入 294,320 53.0 1,987 0.4
計 373,260 56.3 1,987 0.3

移出 118,493 47.5 6,665 2.7 15,551 6.2 14,863 6.0

移入 740,536 46.4 3,279 0.2 5,512 0.3 171,858 10.8

計 859,029 46.6 9,944 0.5 21,063 1.1 186,721 10.1
合計 1,232,289 49.1 9,944 0.4 21,063 0.8 188,708 7.5

太字は自動車航走船取扱貨物（外数）で、計及び合計に含まない

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 32 1,013,683 7 719,650 11 246,794 2 19,941
内航商船 1,061 2,168,566 93 1,352,235
自　　航 1,964 243,086 2 34,700
そ  の  他 1,283 523,110 6 82,078 5 45,918
合　　計 4,340 3,948,445 7 719,650 112 1,715,807 7 65,859

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 1 5,950 11 21,348
内航商船 43 159,581 176 200,936 320 288,457 429 167,357
自　　航 1,962 208,386
そ  の  他 4 21,341 104 153,792 51 46,458 1,113 173,523
合　　計 48 186,872 291 376,076 371 334,915 3,504 549,266

最大入港船舶のトン数　　総トン（喫水　 m）
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3. 港湾施設

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
新 港 地 区 岸 壁 Ⅰ 5.5 270 2,000 3 砂､ 砂利

岸 壁 Ⅱ 7.5 260 5,000 2 動植物性製造飼肥料
木材チップ

岸 壁 Ⅲ 10.0 185 15,000 1 動植物性製造飼肥料
鋼材

岸 壁 Ⅳ 13.0 260 40,000 1 動植物性製造飼肥料
金属くず

岸 壁 Ⅴ 7.5 420 鋼材、砂糖
岸 壁 Ⅵ 7.5 430 〃
岸 壁 Ⅶ 11.0 271 1 砂糖、窯業品

馬 天 地 区（公 共） 岸 壁 Ⅰ 4.5 60 1
中 城 地 区 沖 縄 電 力 14.0 480 70,000 LNG（液化天然ガス）
小 那 覇 地 区 南 西 石 油 17.0 80 100,000 揮発油、重油

14.0 39 5,000
6.5 40 3,500

南 西 石 油 ブ イ 26 1基 250,000 1
仲 伊 保 地 区 マ ル ヰ 産 業 5 100 1,000 LPG（液化石油ガス）

海 洋 産 業 6 50 3,000 1 砂、砂利

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地
　新港地区
　〃　　
　〃　　
　〃
　〃　　
　馬天地区
　〃　　
　〃　　
　熱田地区
　〃　　
　西原与那原地区
　〃　　
　仲伊保地区
　〃　　
　安座真地区
　〃　　
　〃　　
　津堅地区
　アギ浜地区
　〃　　

5.5
7.5

10.0
11.0
13.0
4.5
3.0

2.0〜3.0
2.5
2.0
2.5
1.5
2.0
1.0
2.5
2.0
1.0
3.0
2.5
1.5

91,000
117,000
83,000

572,892
911,625
10,000

850
46,700
5,395

31,350
14,152
4,022
2,300

10,647
7,394
3,090
2,050

22,940
16,850

100
はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場 158,748㎡
普通倉庫 – –
　1～3類倉庫 – –
　危険品倉庫 – –
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） – –
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

– –

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路
　馬天地区
　津堅地区
　安座真地区
　仲伊保地区
　新港地区
　熱田地区
　�西原・与那原地区
　アギ浜地区

1,082
597

1,343
333

11,974
1,125
4,886

407
新交通・鉄道 –
ヘリポート –

4. コンテナターミナルの概要
該当なし
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9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

第十一管区海上保安本部中城海上保安部 〒904–2162　沖縄市海邦町3–45 098–938–7118
中部土木事務所中城湾港管理所 〒904–2162　沖縄市海邦町3–45 098–938–7711
中部土木事務所 〒904–2155　沖縄市美原1–6–34（中部合同庁舎3F） 098–894–6510
南部土木事務所 〒900–0029　那覇市旭町116–37（南部合同庁舎7F、8F） 098–866–1129

曳船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 馬　　　　力 隻数

沖縄マリンサービス㈱ 〒904–2235　沖縄県うるま市前原73–1 098–988–5410 3,200（PS） 3

6. 緑地
区　分

名　称
面　積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
新港地区 255,900 休息緑地、

修景緑地
平成8年度 東屋、トイレ、テニスコート

多目的広場
熱田地区 5,800 休息緑地 平成5年度 トイレ、遊具
馬天地区 4,153 休息緑地 昭和54年度 東屋、トイレ
西原・与那原地区 183,372 休息緑地 平成8年度 東屋、トイレ
津堅地区 4,788 平成13年度

5.マリーナ
区　　分

名称など

施　設　規　模 収　　容　　能　　力
上下

架施設
（能力、

基数）

泊
地
水
深

（m）

開設
年度 関連施設陸域

（㎡）
水域

（㎡）
防波堤
延長

（m）
合計

（隻分）

陸上保管 水面保管
ボート
ヤード

（隻分）
艇庫

（隻分）
浮桟橋

（隻分）
固定
桟橋

（隻分）
与那原マリーナ

〒901–1304　与那
原町東浜70番地
☎098–945–8131

71,000 78,646 – 187 119 – 68 – クレーン2
台

3.5 平成28
年度

管理事務所
会議室
駐車場

7. 基地港湾
該当なし

8. ポートサービス
港湾運送

名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号

業　　　　種

一
　
　
般

港湾荷役 は

し

け

い

か

だ

港
湾
荷
役

（一貫）

船
　
内

沿
　
岸

中城湾港運㈱ 〒904–2162　沖縄県沖縄市海邦町3–42 098–934–0781
沖縄港運㈱中部支店 〒904–2234　沖縄県うるま市州崎17–1 098–923–0411
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中城湾港（2）




